
過去５年間（令和３年度～令和７年度）の水道モニターからの主なご意見への対応状況

令和３年度

Ｎｏ 主　な　意　見 対　応　状　況 関係課

1

　他県での水道管の事故を見て、鹿児
島にも危ないところがあるのではと心
配になった。鹿児島での点検に生かし
て安心安全な水の供給をしてほしい。

　重要な管路については、年１回の点検を行っております。
　今後も日常点検など維持管理の充実を図り、不測の事態に備えてまいりま
す。

水道管路課

2
　サツマソイルの成分公開ができる
か？広報紙に掲載してはどうか？

　サツマソイルの成分については、広報紙 「こんにちは！水道局です」（令和７
年７・８月号）に掲載しました。また、（令和８年７・８月号）にも掲載を予定してお
ります。

総務課

3

　水道料金の支払いについて、スマホ
対応可能な人に対しては、登録後、ス
マホ上で支払する方法を検討してはど
うか。

　スマホでの支払いについてはモバイル決済を導入していますが、新たな支払
い方法等について、情報収集や他都市の動向を注視しながら、今後もお客様
の利便性向上のために検討してまいります。

料金課

4
　水道スマートメーターによる検針方法
の導入を希望する。

　水道スマートメーターは、一部の都市において、導入・実証実験が行われてお
りますが、技術面やコスト面など課題等もあり、多くの都市では本格的導入まで
には至っていない状況です。
　今後もスマートメーターに関する情報収集や他都市の動向等を注視してまい
ります。

料金課

令和８年４月１日現在
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令和４年度

Ｎｏ 主　な　意　見 対　応　状　況 関係課

1

　浄水場のしくみなどをYouTubeなどで
動画にしてみてはどうでしょうか。見学
ツアー動画のようなものを公開すること
で水道の安心・安全をＰＲすることがで
きるのではと思います。

　施設紹介については、動画の活用も含めて効果的な方法で行うよう検討して
おり、令和５年度に、３６０度見渡せる浄水場・処理場施設見学バーチャル動画
作成しました。
　通常の施設見学では見ることのできない場所も紹介されていますので、ぜひ
水道局ホームページをご覧ください。⇒

経営管理課
(総務課)

2

　災害が起きた時に備えて私たちがし
ておくべきことを、水道局としてアドバイ
スいただけるとありがたいし、心強いで
す。（例えば、大人一人当たりどれくら
いの水を備蓄しておくべきか、災害時
の節水豆知識など）

　
　家庭でできる防災対策について、広報紙「こんにちは！水道局です」（令和６
年７・８月号）で紹介しています。また、（令和８年７・８月号）にも応急給水拠点
についての記事の掲載を予定しております。災害への備えについては、今後も
定期的に広報紙等で周知してまいります。
　なお、災害への備えについて水道局ホームページでも紹介しておりますので
ご覧ください。⇒

総務課

3

　静岡市の大雨で川の取水口に土砂
や流木が入ったことが原因で断水が
あったが、鹿児島市はそのような時の
対策は行っているのか。

　静岡市の場合、取水口に色々なものが集まって取水できなくなったという事例
だったと思います。
　本市の場合は、大雨の程度にもよりますが、大きな流木などが流れてくると除
去するのは難しいことから、川と浄水場の沈砂池の間にゲートをつけてありま
す。そのゲートを閉めることで川の流れが浄水場の方へ行かずに下流に流れ
ていき、濁流が去ってから取水を再開するようにしています。ゲートを閉めてい
る間は、取水はできなくなりますが、配水池に２４時間程度は賄えるように蓄え
られています。

水運用課

4
　マグニョンのカラーマンホールカード
を作ってください。鹿児島県を、水道局
をPRして欲しいと願っています。

 
　火山の妖精マグニョンをデザインしたマンホールカード（１種類）につきまして
は、令和４年８月６日より観光交流センター（鹿児島市上之園町1番1号）で配布
しております。令和７年４月２３日からは配布場所を変更し、鹿児島市観光案内
所（鹿児島市千日町１－１　センテラス天文館１階）で配布しております。
　なお、詳細につきましては水道局ホームページ（【マンホールカードを配布しま
す】のページをご参照ください。⇒
　今後も下水道について皆様に関心を持っていただけるよう、
ホームページや広報紙などによるＰＲに努めてまいります。

下水道建設課

　
令和５年度

Ｎｏ 主　な　意　見 対　応　状　況 関係課

1

　鹿児島市では4割ほどが湧水や地下
水を浄水処理した水道水であることを
知り、あらためて表流水を利用した浄
水場の果たす役割が重要であると感じ
ました。災害に強い浄水場であること
が求められると思います。強化やリ
ニューアル等の計画はあるでしょうか。

　河頭浄水場は本市最大の施設能力を有する最も重要な施設で、浄水処理は
甲・乙の2系統で行っています。そのうちの甲系統は、施設の老朽化が進み、耐
震性が劣っていることから更新を行い、Ｒ１７年度の供用開始を予定しておりま
す。
　また、更新の際は、浸水対策として、浸水しない高さまで盛土をするなど、耐
水化を図ることとしております。

水道整備課

　樹木の根が、汚水ますの接合部分や、排水管の破損箇所等から侵入し、詰
まりの原因となることがあります。宅地内の樹木の根が原因で詰まりが起きた
場合は、お客様の負担で修繕していただくことになりますが、排水に異常がみ
られる場合は、まずは水道局へご相談ください。

給排水設備課

　街路樹や庭木の根が管の継手等から侵入し、管が閉塞する場合があります。
水道局の維持管理部分については、必要に応じて水道局の費用負担で清掃
除去等を行っています。

下水道管路課

3

　全国的に水道管や汚水管などの老
朽化と整備のための費用増大が話題
にのぼることが多いですが、鹿児島市
の現状はどうなのでしょうか?

　鹿児島市内に布設されている配水管や汚水管も、経年劣化により老朽化が
進行しているため、計画的に更新を行っています。昭和50年代の高度経済成
長期に布設した管が対象となり、近年の材料価格の高騰や人件費の上昇など
から更新費用も増加していますが、更新を平準化して、計画的に実施していく
予定です。

水道管路課
下水道管路課

4

　水道料収入の減少が予想される中、
上水道事業の設備維持のためには、
水道料金改定や水道料収入以外の財
源（税金等）が必要となることが、将来
予測されることから、人口を予測した早
め早めの長期計画策定により、その課
題と取り組みを定期に情報発信するこ
とで、利用者の意識を高めて欲しいで
す。

　本市水道局では、上下水道事業の５０年先の将来（あるべき姿）を見据え、今
後１０年間の方向性を示した本市上下水道事業の基本計画である「上下水道
ビジョン」と、今後取り組むべき内容に対する財政見通しを含めた中長期的な
経営の基本計画として「経営計画」を策定し、ホームページや広報紙でお知ら
せしています。
　また「経営計画」は、３年ごとにその時の社会情勢に合わせて見直しを行うこ
ととしており、直近では令和７年３月に見直しています。
　今後においても、これら計画に基づき、課題に取り組むとともに、その他、情
報発信においても意を用いてまいります。

経営管理課

2

　庭に木等植えこんであります。根が管
の中侵入することはないですか?十数
年前、福岡の借家で根が下水道管で
からまったことがありました。

2

https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/soumu/kyuhaisui/saigaisonae.html
https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/soumu/sdkeieikanri/vertual-douga.html
https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/gesuido/geken/manholecard.html
https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/gesuido/geken/manholecard.html


令和６年度

Ｎｏ 主　な　意　見 対　応　状　況 関係課

1

【水道局の広報について】
（広報誌「こんにちは水道局」）

➀クイズを出して懸賞に応募するのも、
ページをめくるきっかけになると思いま
す。

➁災害時用に水道水ストック（蛇口から
のストック）は役に立つか、どのくらい
日もちがするのか...など、身近ですぐで
きる災害対策も掲載していただきたい。

➂よくある水道の故障には、このような
修理・交換という記事を年に一度は広
報誌に記載して頂きたい。

➀令和６年１２月・令和７年１月号の広報紙からプレゼントクイズを実施してい
ます。
広報紙は過去の分もホームページに掲載しております。⇒

➁災害への備えについては日頃から広報を行っておりますが、広報紙（令和６
年７・８月号）で災害対策についての特集の中で水の備蓄についても掲載して
おります。また、ホームページでも災害への備えについて紹介しておりますので
ご覧ください。⇒

➂蛇口のコマパッキンの取替えなど簡易な修繕の方法については、広報紙（令
和４年７・８月号）に掲載して広報を行っており、今後も定期的に掲載してまいり
ます。また、ホームページでもコマパッキンの取替について紹介しておりますの
でご覧ください。⇒

　

総務課

2

　検針票は紙かWebでの明細サービス
も選択できるようになると、より便利だ
と感じます。そして、節水も心掛けてい
ますので、過去の使用量と料金もWeb
やアプリで見れるサービスがあるとよ
いと思います。

　Webやアプリを活用した使用水量等の確認につきましては、他都市の状況等
を含め調査研究してまいりたいと考えております。

料金課

3

　能登半島では、大地震に続き大雨
と、大規模な自然災害が続き、大変な
被害がありました。このような災害が起
こった時、どのような対策を取るべき
か、事前に十分検討しておくべきだと思
います。
　能登半島で実際に起きたこととその
対応について調べ、その内容を反映さ
せた水道事業防災計画を作ったらいか
がでしょうか。そして、毎年実施される
桜島防災訓練の時に、この計画の実
効性を確認する訓練をしたら良いと思
います。

　本市水道局では、大規模災害が発生しても速やかに復旧・復興が図れるよ
う、各種要綱・マニュアルを作成しております。また、訓練につきましては、災害
発生時の初期活動訓練、応急復旧・応急給水・水質汚染事故等を想定した訓
練を実施しております。マニュアル・訓練共に、能登半島地震をはじめとするこ
れまでの被災地派遣の経験も踏まえながら、常に検証・検討しているところで
す。

総務課

4

岡山県で、浄水場のＰＦＡＳ分析の結
果、高い濃度が検出された原因とし
て、浄水場の上流に活性炭が野ざらし
保管されていたためと言われています
が、鹿児島ではこのような活性炭の保
管や化学工場から河川に流れ込む可
能性について調査をしていますか。

浄水場の上流については、事業場の現場調査や河川の水質検査を実施すると
伴に、環境部局と連携し対応しております。なお、浄水場のＰＦAＳ分析につい
ても定期的に実施しており安全が確認されております。

※PFAS（通称ピーファス）とは、主に炭素とフッ素からなる化学物質で、ペルフ
ルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物のことを指します。
PFASは１万種類以上の物質があるとされ、代表的なものとして、ＰＦＯＳ(ペルフ
ルオロオクタンスルホン酸、通称ピーフォス) 、 ＰＦＯＡ(ペルフルオロオクタン
酸、通称ピーフォア)があります。PFOS、PFOAはコーティング剤や泡消火剤な
ど、幅広い用途において用いられていました。しかし、環境中で分解されにくく、
蓄積性が高い物質であることから、現在では国内における製造・輸入等が原則
禁止されています。

水運用課

3

https://www.city.kagoshima.lg.jp/gesuido/koho/koho/kohoshi/index.html
https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/soumu/kyuhaisui/saigaisonae.html
https://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/soumu/kyuhaisui/gesuido/komattatoki/torikae/index.html


令和７年度

Ｎｏ 主　な　意　見 対　応　状　況 関係課

1

　
　埼玉県八潮市の心配は鹿児島市で
は起きないのか。想定外は起き得る
か。

　鹿児島市では、過去５年（令和２年～６年）で下水道管の劣化が原因とみられ
る道路陥没が１４件起きているが、いずれも小規模なものです。事故を未然に
防止するために、今後も引き続き、下水道管路の点検・調査を適宜・適切に実
施していくこととしております。

下水道管路課

2
　鹿児島市内でも谷山と鹿大周辺等、
水のphや味が異なるという経験をした
ことがあるが、何が原因だったのか知
りたい。

　水道水の水源には、表流水、地下水、湧水などあり、含まれるミネラル分、ｐ
H、味などが異なります。﻿鹿児島大学周辺では河頭・滝之神浄水場で浄水され
た水道水が配水されています。谷山では、谷山支所周辺は平川・河頭浄水場
で浄水された水道水、坂之上周辺では影原・清水寺水源地の湧水が水道水と
して配水されています。

水運用課

3

　桜島や新燃岳の噴火や南海トラフ地
震の脅威があるが、断水する可能性の
ある事案はどういう場合か。また規模
やケースで違うと思うが、普及まで要す
る日数はどれくらいを想定しているか。

　大正３年の桜島噴火並みの大規模噴火やそれに伴う鹿児島湾直下地震が発
生した場合、水道施設や水道管路に被害が発生し、断水することが想定されま
す。
　被害が甚大で広範囲に及んだ場合、普及までに要する日数については、応
急給水活動を行いながら、段階的に応急復旧対策を実施し、４週間以内を目
標としております。

水道整備課

4
　下水汚泥を再利用し作られた肥料
は、どのように使用されているのか。

　年間約10,500トンの肥料を作っており、そのうち約9.800トンは肥料製造会社
や農業関係の方に販売しています。販売しきれなかった残りの一部は、建設資
材として使われる物もありますが、現在、5地域の農業委員会とタイアップし、実
証試験をしていただくなど、サツマソイルの販路拡大に向けた取り組みを行って
います。

水再生課

4


